
　

１
９
０
１
年
に
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
創

業
し
て
以
来
、
四
大
工
業
地
帯
の
一
つ
と

し
て
繁
栄
し
た
北
九
州
市
。
し
か
し
60
年

代
、
産
業
の
発
展
と
引
き
換
え
に
、
国
内

最
大
の
大
気
汚
染
を
記
録
す
る
ま
で
の
公

害
に
見
舞
わ
れ
た
。「
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
」。
最
初
に

声
を
上
げ
た
の
は
、
地
元
の

婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

市
内
の
行
政
や
企
業
を
巻
き

込
み
、
環
境
保
護
の
た
め
の

制
度
づ
く
り
や
技
術
の
導
入
、

下
水
処
理
場
や
廃
棄
物
焼
却

場
な
ど
の
整
備
が
10
数
年
か

け
て
行
わ
れ
た
。

　

自
分
た
ち
と
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
―
。

こ
の
経
験
を
世
界
に
伝
え
る

た
め
に
、
市
は
開
発
途
上
国

に
対
す
る
支
援
を
ス
タ
ー
ト
。

特
に
工
業
・
環
境
分
野
の
国

際
協
力
を
推
進
す
べ
く
、
80
年

に
は
地
元
の
産
業
団
体
主
導

で
、
財
団
法
人
北
九
州
国
際

技
術
協
力
協
会
（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

を
設
立
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
も
協
働
し
て
、
多
く

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
内
容
は
、廃
棄
物
管
理
、環
境
教
育
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
下
水
道
維
持
管
理
、
排

水
処
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
産
官
学
合
わ
せ

て
約
２
０
０
の
機
関
が
、
日
本
で
の
研
修

受
け
入
れ
な
ど
に
協
力
す
る
。
ま
た
、
友

好
都
市
で
あ
る
中
国
・
大
連
市
を
は
じ
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な

ど
ア
ジ
ア
の
都
市
を
中
心
に
、
現
地
へ
専

門
家
を
派
遣
し
技
術
指
導
も
実
施
。
２
０

０
９
年
３
月
ま
で
に
受
け
入
れ
た
研
修
員

は
５
３
６
６
人
（
１
３
３
カ
国
）、
派
遣
し

た
専
門
家
は
１
４
４
人
（
25
カ
国
）
に
及

ん
で
い
る
。

　

一
面
に
広
が
る
青
い
空
と
、
多
様
な
魚

介
類
が
生
息
す
る
洞
海
湾
―
―
か
つ
て
の

公
害
か
ら
奇
跡
的
な
復
活
を
遂
げ
た
北
九

州
市
は
、
今
で
は
ア
ジ
ア
で
「
循
環
型
社

会
の
実
現
」
を
リ
ー
ド
す
る
代
表
都
市
の

一
つ
。
公
害
対
策
に
よ
っ
て
得
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
強
み
と
し
、
現
在
は
気
候
変
動
対
策

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

直
結
す
る
ご
み
対
策
だ
。
市
内
の
企
業
、

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
若
松
環
境
研
究

所
の
高
倉
弘
二
所
長
代
理
が
中
心
と
な
り
、

そ
の
土
地
の
菌
を
利
用
し
て
生
ご
み
を
分

解
す
る
「
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
（
た
い
肥

化
）」
の
技
術
を
開
発
。「
北
九
州
（
Ｋ
ｉ

ｔ
ａ
Ｑ
）
方
式
※
」
と
し
て
、
北
九
州
市

と
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
が
協
働
で
〝
住
民
参
加

型
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
途
上
国
に
積
極
的

に
普
及
を
進
め
て
き
た
。
現
在
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
６
都
市
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
７
都

市
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
な
ど
が
採
用
し
て

い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
バ
ヤ
市
で
は
、

02
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
で
実
施
し
た
調

査
に
よ
り
、
生
ご
み
が
廃
棄
物
全
体
の
約

半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
着
目
。
04
年

よ
り
現
地
の
自
治
体
と
協
力
し
て
生
ご
み

コ
ン
ポ
ス
ト
を
導
入
し
た
結
果
、
10
％
の

ゴ
ミ
減
量
化
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
09
年

８
月
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協

力
を
活
用
し
、
マ
カ
ッ
サ
ル
市
で
「
住
民

参
加
型
廃
棄
物
管
理
推
進
事
業
」
を
実
施

中
。
住
民
を
対
象
に
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
Ｑ
方
式
を

指
導
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
全
体
に
定
着
さ
せ
る
方
法
を
模
索
し

て
い
る
。「
行
政
、
住
民
が
共
に
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
す
」
と
北
九
州
市
環
境

局
環
境
経
済
部
環
境
国
際
協
力
室
係
長
の

園
順
一
さ
ん
は
話
す
。

　

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
削
減
な

ど
に
対
す
る
意
識
か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
力
を
入
れ
て
い
る
企
業
も
多
い
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
、
今
年
10
月
に
は

メ
ル
コ
ス
ー
ル
地
域
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
）

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
査
機
関
の
職
員
ら
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
修
の
た
め
に
来
日
。
九
州
電
力
株
式
会

社
や
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社
な
ど
を
視
察
し

た
。（
2
0
0
9
年
12
月
号
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
特
集
」
に
関
連
記
事
掲
載
予
定
）

　
「
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
都
市
と

し
て
当
然
の
役
割
で
す
」
と
強
調
す
る
園

さ
ん
。
環
境
国
際
協
力
室
の
田
中
真
百
合

さ
ん
も
、「
相
手
国
の
行
政
と
同
じ
目
線
に

立
ち
、
ま
ず
は
問
題
に
対
す
る
認
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
技
術
を
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
人
の
手
で
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

08
年
７
月
に
は
、
日
本
政
府
に
よ
り
気

候
変
動
対
策
推
進
の
た
め
の
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
」
に
認
定
さ
れ
た
北
九
州
市
。
ア

ジ
ア
の
低
炭
素
化
社
会
実
現
に
向
け
た

技
術
移
転
、
人
材
育
成
の
拠
点
と
し
て
「
ア

ジ
ア
低
炭
素
化
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
も
予

定
し
て
い
る
。〝
世
界
の
環
境
首
都
〞
を
目

指
し
て
、
今
後
も
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

都市の環境対策の経験を
途上国へ

公害を克服するために、地域一体となって環境対策を進めてきた北九州市。
そのノウハウを生かし、現在では開発途上国に対する気候変動問題への協力に力を入れている。

スラバヤ市で、現地の菌を利用したた
い肥づくりを指導するジェイペックの
高倉さん（中央）

新
し
い
課
題
に
も

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
対
応

公
害
の
経
験
を
生
か
し

気
候
変
動
問
題
に
取
り
組
む

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち 北九州市

カ  

イ  

タ

タ 

キ 

ュ 

ー

キ 

マカッサル市で住民に聞き取り調査をする北九州市環境局の三苫洋介さん
み  とま

かつては「死の海」と呼ばれ
た洞海湾（左）。市民・企業・
行政の努力により、みちがえ
るようによみがえった

福岡県

北九州市

北九州市小倉北区を流れる紫川。市のシンボルとして、周辺の公園や道路などの
整備も進められている

※生ごみコンポストの技術を核として、行政と住民が協働で廃棄物の減量化を
図るもの。街の緑化、病害虫による健康被害を低減するだけでなく、行政は生ご
みの処理費用の削減、住民は収入の増加などの利益がある。
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